
社員教育、啓蒙� 社会貢献活動�

企業社会�

環境マネジメントシステムに基づく教育�
28 29

環境問題への対応には、従業員一人ひとりが幅広い知識

を持ち、個々の役割の中で実行に移していくことが必要です。

そこでTDKでは事業所の環境マネジメントシステムにおい

て一般社員対象に、あるいは個別に専門教育を実施して

います。今後はこれらの教育を通じて、一人ひとりがより効

果的な環境保全活動に取り組めるよう、推進していきます。�

「日本野鳥の会」にカセットテープを提供�

地域と一体となった活動�

TDKは秋田県に多数の事業所を有しています。これらの

事業所では、早期のISO14001の認証取得をはじめ、環境

保全に前向きな取り組みを続けており、地域への貢献活

動にも積極的です。こうした活動が高く評価され、1999年

6月には秋田県環境大賞を受賞しました。�

（1）「鳥海山にブナを植える会」に、1994年の設立当時

からボランティア活動の一つとして毎年参加しています。

1999年には10,000本の植樹を達成し、2000年10月の植

樹祭では2,026本を植樹しました。�

（2）地元海岸の「クリーンアップ作戦」に社員が自発的に

参加しています。�

（3）TDKの取り組みをPR。地元企業のISO14001認証取

得も積極的に支援しています。�

緑化活動、清掃活動を定期的に実施�

TDKでは、事業所の景観の改善や周辺の清掃、隣接地域

の河川や海岸の美化運動などに社員がボランティアで参

加しています。�

TDKは「良き企業市民」でありたいと考えています。企業の発展は地域社会や国際社会との協調なくしてはありえません。

その考えのもと、TDKでは各事業所ごとにさまざまなコミュニケーション活動や社会貢献活動を行っています。�

環境講話を実施�

従業員が今後の環境への取り組みを考える目的で、2000

年10月に環境講話を開催しました。内容は、環境活動に

関する著名な講師を招いての講演で、最新の環境情報に

ついての知識を得ることができました。�

イントラネットの有効活用�

各事業所では、イントラネットを活用して環境掲示板を作成。

事業所の環境活動やマニュアルを電子文書化し、不明点

はすぐに調べられるようにしました。また、本社安全環境室

では、全社の環境活動やデータ、法律の改正情報などを開

示し、全社的な有効活用に結びつけています。�

全社の情報発信�

各事業所における啓蒙活動を全社規模

で展開するため、社内環境情報誌

「TDK ECOPLUS」を発行。全社動向

や事業所の環境活動、最近のトピックス

などを紹介しています。また、社内広報誌

「TDK TIMES」においても、環境問題に

関するイメージ写真を掲載し、従業員の

意識向上のための情報を提供しています。�

平尾山での植林活動�
（長野県）�

毎月実施している�
クリーンキャンペーン�
（甲府工場）�

環境講話�

イントラネットの有効活用�

各事業所の教育資料�

TDK ECOPLUS

TDK TIMES

財団法人日本野鳥の会と三菱地所株式会社では、カセッ

トテープ「野鳥と自然のお便り」を2000年8月より発行して

います。これは、目の不自由な方々に小鳥のさえずりや自然

情報などを楽しんでいただくために社会貢献事業として行

われているもので、カセットテープはTDKが提供し、完成し

たカセットテープは、全国

の盲学校や点字図書館

等の施設に無償で配布

されています。�

海岸クリーンアップ作戦（仁賀保町）�

鳥海山にブナを植える会� PR活動（本荘由利テクノネットワーク）�


